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はじめに

　昭和63年度から本格的にスタートした老人保健施設は、12年を経過して、その施
設整備は着実に進み、全国ですでに2，700を超える施設が開設され、地域の高齢者
ケアを支える中核的な施設として、活動を展開しているところである。

　平成12年度からは、21牡紀の高齢社会の新たな段階に対応するために、介護保険
制度が施行され、介護老人保健施設は介護保険施設の一つに位置付けられた。介護
保険制度においては、利用者（要介護者）がサービスを選択するという基本的な制
度設定のもとで、施設の提供するサービスの質が厳しく問われることになる。

　最近、誤喋・誤飲による誤喋性肺炎等への雁患や窒息による事故などが報告され
ており、施設における安全確保の観点から、誤喋・誤飲の予防策の確旦が求められ
ているところである。

　また、高齢者のQOLにおいて、食事のあり方は大きな意味を持っている。口から
食べるおいしい食事を支援する看護・介護体制の充実は、ケアの質を左右する重要
な要素の－一つであるといえよう。

　しかしながら、要介護の高齢者に対する食事提供体制の実態、あるいは実際に提



供されている食形葱の実態はこれまで十分に明らかにされることがなかった。ま
た、それらと誤喋・誤飲との関係も明らかではない。

　本調査研究は、介護老人保健施設における誤喋・誤飲事故の実態と事故に村する
対応の有無、さらに食事提供体制等を把握し、食事提供マニュアルおよび誤喋・誤
飲事故を予防するためのマニュアルづくりの基礎資料を得ることを目的として実施
した。

　最後に、本事業は平成12年度老人保健事栄准進費等国摩補助事栄（老人保健健康
増進等事業分）の交付を受けて行ったものであり、ここに深甚な謝意を表し、報告
する次第である。
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　調査研究の目的と全体フロー

　老人保健施設が創設されて10年その施設整備は着実に進み、全国2，100を越える施設が整備
されるに至っている021世紀の本格的な高齢社会においては、寝たきり老人の増加とともに痴呆
性老人の増加が懸念され、施設が急増することにより、施設内での事故も増えている状況にあ
る。
H12年度から導入される介獲保険制度の下においては、「苦情処理」の体制も全国的に整備さ
れることになっており、これまで以上に「利用者がサービスを選択する」傾向が強まり、十分
な事故対策を整備しているか否かという点も施設の存続に大きな影響を及ぼすものと考えられ
る。　　　　　　　　　　
以上のような現状を踏まえ老人保健施設総合補償制度の事故データをもとに、事故発生の時間
帯、事故内容、事故の種類等を分析し、事故を未然に防ぎ、また、万一事故が起こっても被害
が最少限度に抑えることができるよう事故対策マニュアルを作成し、介獲老人保健施設のサー
ビス向上に資することを目的とする。

○調査研究の全体フロー

1・平成7年度以降の老人保健施設における事故データの集計・分析　→
2・老人保健施設における事故対策アンケートの集計・分析　　　　　　　→
3・5施設のヒアリング→



4．文献サーペイ　→

5・老人保健施設における事故対策マニュアル（報告書）の作成


